
県 立 病 院 等 建 築 物 定 期 点 検 業 務 仕 様 書

１ 業 務 名 県立病院等（両磐・気仙地区）建築物定期点検業務

２ 業務場所 別表１「点検箇所表」のとおり

３ 対象施設 別表１「点検箇所表」のとおり

４ 業務期間 150 日間

５ 業務内容

(1) 建築基準法（昭和 25年法律第 201 号）第 12 条第２項及び第４項に基づく建築物の

敷地及び構造並びに建築設備（昇降機を除く。）の定期点検

(2) 官公庁施設の建設等に関する法律（昭和 26年法律第 181 号）第 13 条１項に基づく

国家機関の建築物及びその附帯施設の保全に関する基準（平成 17 年国土交通省告示

第 551 号）の準用による支障がない状態の確認

(3) 既存建築物の施設概要調査並びに施設台帳の更新

６ 業務目的

(1) 建築物の敷地、構造及び建築設備について、資格者により損傷、腐食その他劣化状

況等を点検し、維持保全の適正化及び安全対策の強化を図ること。

(2) 既存建築物及び建築設備の台帳を整備し、施設の維持保全に活用すること。

７ 一般事項

(1) 業務の実施について、原則として「建築保全業務共通仕様書令和５年版（令和５年

３月 30 日国営保第 27 号）」（以下、「共通仕様書」という。）を適用する。

(2) 業務の実施にあたって、適用を受ける関係法令等を遵守し、業務の円滑な遂行を図

ること。

８ 業務計画書

業務の実施にあたって、契約日から 14 日以内に下記項目を記載した業務計画書を提出

し、発注者の承諾を受けること。

(1) 業務概要

(2) 業務工程表

(3) 業務実施体制（非常時の連絡体制を含む）

(4) 点検者名簿（資格証明書の写しを添付）



９ 点検実施者

(1) 本業務において、点検者は点検項目に応じて下記資格を有しているものとする。

① 一級建築士（すべての項目の点検が可能）

② 二級建築士（すべての項目の点検が可能）

③ 特定建築物調査員（建築物の敷地及び構造の点検に限る）

④ 建築設備検査員（建築設備（昇降機を除く。）の点検に限る）

⑤ 防火設備検査員（防火設備の点検に限る）

(2) 受注者は、契約後速やかに、業務責任者を定め、その氏名を発注者に通知すること。

10 点検・確認の業務内容

(1) 点検・確認の対象は、別表１「点検箇所表」のうち、点検項目に「●」が付されて

いる項目に限る。

(2) 点検・確認の項目は共通仕様書 p259 別表「点検等及び確認整理表」のうち、「共通

仕様書」欄に「○」が付されている項目に限る。

(3) 点検の方法、判定基準については、以下のとおり。

・ 建築物の敷地及び構造 平成 20年国土交通省告示第 282 号

・ 建築設備（昇降機を除く。） 平成 20年国土交通省告示第 285 号

・ 防火設備 平成 28年国土交通省告示第 723 号

(4) 確認の方法、判定基準については、「国家機関の建築物等の保全に関する基準の実施

に係る要領（平成 17 年６月１日国営管第 59 号国営保第 11号）」の別表のとおり。

11 点検・確認の記録

(1) 点検・確認の結果に応じ、別表２「判定区分」に基づき判定すること。

(2) 点検・確認の箇所については、当該部位の外観の状況が確認できるように写真を撮

影すること。

(3) 点検・確認の記録にあたって、別添点検様式１－１～５－３を用いること。

(4) 該当する部位や設備等が無い項目については、点検記録への記載を省略できる。

(5) 判定区分Ｂ～Ｅ及びＺに該当するものについては、様式５－１「点検結果一覧表」

に記録すること。また、前回以前の判定結果が判定区分Ｂ～Ｅ及びＺに該当するもの

は、今回の点検においても確認するものとし、今回点検までに修繕等により改善し、

判定区分がＡに変わったものについて同様に記録すること。

12 点検・確認に係る留意事項

(1) 当該病院等の管理担当者や公舎の管理人の立会い協力が必要であるため、実施日

時等について、事前に十分調整を行うこと。

(2) 点検にあたって、あらかじめ、管理担当者、公舎管理人へのヒアリングを行い、



建物の点検履歴、修繕履歴等について確認すること。

(3) 点検当日は、腕章、ネームプレート等を着用し、身分が明確になるようにするこ

と。

(4) 点検及び確認に必要な工具、計測機器等の機材は、設備機器に付属して設置されて

いるものを除き、受注者の負担とする。

(5) 現地の点検は、可能な限り複数の有資格者で連携して同時又は個別に行い、照合

を経た上で点検記録表に記入すること。

(6) 点検に際し、シャッターやオペレーター窓等の作動を要するものは、点検内容、

手順等を管理担当者と打合せの上、事故の起こらないよう注意すること。

(7) タイル、石張り等（乾式工法によるものを除く。）、モルタル等の外壁のうち、落

下により歩行者等に危害を加えるおそれのある部分の全面的打診等は、赤外線によ

る調査を基本とする。ただし、敷地条件等により赤外線調査が困難な場合は発注者

と協議すること。

(8) 煙突断熱材の点検にあたっては、保護具等を着用のうえ、灰出し口・掃除口等か

ら内部を目視し、断熱材の剥離及び落下の状況を確認すること。また、点検にあた

っては、断熱材の破損及び飛散等がないよう注意すること。

13 施設概要調査並びに施設台帳の更新の業務内容

(1) 過年度の施設概要及び法定検査の内容を確認し、主に前回調査時から今回調査時ま

でに実施された法定検査等、必要な事項を記載すること。

(2) 過年度の施設台帳の内容を確認し、主に前回更新時から今回更新時までに変化のあ

った施設、設備等の箇所・個数の調査、ヒアリング等を行い、加筆修正を行うこと。



14 成果品

(1) 成果品の内容及び部数は、下表のとおりとし、施設ごとに整理すること。

(2) 受注者は、成果品を発注者へ引き渡す際、その内容について発注者及び病院に説明

を行うこと。

15 業務参考資料等

業務の実施にあたって参考となる図書を以下に示す。

(1) 特定建築物定期調査業務基準(一財)日本建築防災協会

(2) 特殊建築物等定期点検業務基準（公共建築物用）(一財)日本建築防災協会

(3) 建築設備定期検査業務基準書(一財)日本建築設備・昇降機センター

(4) 建築物点検マニュアル・同解説(一財)建築保全センター

(5) 国の機関の建築物の点検・確認ガイドライン(一財)建築保全センター

(6) タイル外壁及びモルタル塗り外壁定期的診断マニュアル(公社)ロングライフビル推進協会

順番 内 容 提 出 部 数

① 点検様式１－１ ～ １－２

【定期点検記録（敷地及び構造）】

電子データ１部・

製本１部

② 点検様式３－１ ～ ３－２

【定期点検記録（建築設備）】

③ 点検様式４－１ ～ ４－２

【定期点検記録（防火設備）】

④ 点検様式５－１ 点検結果一覧表
電子データ１部・

製本２部
⑤ 点検様式５－２ 点検結果図

⑥ 点検様式５－３ 関係写真

⑦ 保全台帳 様式１(建築物等の概要)

電子データ１部
⑧ 保全台帳 様式２(点検及び確認記録)

⑨ 保全台帳 様式３(修繕履歴)

⑩ 施設台帳 様式１～８

⑪ その他（発注者の指示による）

【注】

・ 必要に応じ、点検結果図は一の図面にまとめてもよい。

・ 電子データの保存形式及び製本の体裁は、発注者の指示によること。

・ 点検結果図は、単線図面作成（既存図面のスキャン可）とすること。



16 その他

(1) 受注者は、発注者から業務実施に必要な図面、資料、過年度の点検結果等の貸与を

受けることができる。

(2) 令和６年６月 28日国土交通省告示第 974 号及び令和７年１月 29日国土交通省告示

第 53号（施行日令和７年７月１日）による改正後の対応については、必要に応じて発

注者と協議を行うこと。

(3) 本仕様書に記載以外の事項については、双方協議のうえ決定する。



別表１

令和7年度

【病院】

建築 設備 外壁 煙突

一関市狐禅寺字大平17 H17 21
SRC造地上５階建
地下１階建

25,105.78 - ● -

一関市狐禅寺字大平17 H17 21
SRC造地上５階建
地下１階建

21,454.95 - ● -

一関市千厩町千厩字草井沢
32-1

H7 31 RC造５階建 12,692.71 ● ● -

一関市大東町大原字川内128 S44 57 RC造２階建 5,543.99 - ● - ●

一関市花泉町涌津字上原31 S49 52 RC造２階建 3,120.97 - ● -

大船渡市大船渡町字山馬越
10-1

H6 32 SRC造６階建 31,912.29 ● ● - -

陸前高田市高田町字太田56
（T512-2）

H29 9 RC造２階建 4,265.86 - ● - -

気仙郡住田町世田米字大崎
22-1

S56 45 RC造２階建 3,026.93 - ● - ●

【公舎】

建築 設備 外壁 煙突

磐井
三反田合同公
舎

一関市山目字三反田51-2 H1 37 RC造４階建 700.01 ● ● - -

南光
一関地区合同
公舎

一関市三関字仲田47,48 H5 33 RC造３階建 1,254.45 ● ● - -

磐井・南光
狐禅寺合同公
舎

一関市狐禅寺字大平12-1 H19 19 RC造４階建 1,516.97 ● ● - -

千厩 前田合同公舎 一関市千厩町千厩字前田56-4 S63 38 RC造２階建 201.61 ● ● - -

千厩 宮敷合同公舎 一関市千厩町千厩字宮敷2-3 H2 36 RC造２階建 304.04 ● ● - -

千厩
草井沢合同公
舎1号棟

一関市千厩町千厩字草井沢
60-22

H7 31 RC造３階建 1,047.30 ● ● - -

千厩
草井沢合同公
舎2号棟

一関市千厩町千厩字草井沢
60-22

H12 26 RC造３階建 1,154.20 - ● - -

大東 清水荘
一関市大東町大原字清水田
33-1

H1 37 RC造３階建 620.46 ● ● - -

大船渡
医師・一般合
同公舎

大船渡市大船渡町字山馬越
27-7

H6 32 RC造６階建 2,785.27 ● ● - -

大船渡
看護師合同公
舎

大船渡市大船渡町字山馬越
27-7

H6 32 RC造３階建 1,191.65 ● ● - -

大船渡
地の森合同公
舎

大船渡市大船渡町地の森35-
13

H10 28 RC造３階建 1,343.40 - ● - -

大船渡 医師公舎
大船渡市大船渡町地の森35-
16

H25 13 木造２階建 386.12 ● ● - -

高田 医師職員公舎
陸前高田市高田町字東和野
12-3

H29 9 RC造３階建 2,096.42 - ● - -

住田 合同宿舎Ａ
気仙郡住田町世田米字大崎
22-1

H1 37 木造２階建 213.83 ● ● - -

住田 合同宿舎Ｂ
気仙郡住田町世田米字大崎
22-1

H7 31 木造２階建 413.22 ● ● - -

・　点検対象に「●」が付されている項目の点検を実施する。

・　点検対象のうち、「建築」は建築物の敷地及び構造（外壁の全面打診等を除く。）の点検を示す。

・　 　　　　〃　　　　　「設備」は建築設備（昇降機を除く。）及び防火設備の点検を示す。

・　 　　　　〃　　　　　「外壁」はタイル、石張り等（乾式工法によるものを除く。）、モルタル等の外壁の全面打診等点検を示す。

・　 　　　　〃　　　　　「煙突」は煙突内部の断熱材の剥離及び落下の状況の点検を示す。

　点検箇所表【両磐・気仙地区】

点検対象

磐井

南光

千厩

大東

花泉

大船渡

高田

住田

点検対象

病院名 所在地
建設
年度

経過年数
（R7時点）

構造
床面積
(㎡)

病院名 公舎名 所在地
建設
年度

経過年数
（R7時点）

構造
床面積
(㎡)



別表２

判定区分 判定
建基法12条点検
の判定基準

官公法13条確認
の判定基準

Ａ 特に措置を要しない 指摘なし 支障なし

Ｂ
軽微な対応を要する又
は引き続き観察を続け
る

指摘なし 支障なし

Ｃ 補修・改善等を要する 要是正 支障あり

Ｄ
早急に補修・改善等を
要する

要是正 支障あり

Ｅ
不具合があるが、原因
不明（精密調査を要す
る）

― ―

Ｚ 既存不適格
要是正

（既存不適格）
―

・法改正等により現行の法律に適合してい
ない項目で、増築などを実施するまで現行
法の適用を除かれているもの。
・現行法に適合させるまでの間、性能の不
備を前提とした施設の安全管理等により、
被害低減等に努めるもの。

判定区分

建築基準法への不適合はこの点検では確認
されないが、維持管理上、補修・改善が必
要である。

建築基準法への不適合または、維持管理上
重要な問題が確認され、補修・改善が必要
である。

・この点検の範囲では判断できないため、
別途精密調査が必要である。
・作動点検の有無を確認する項目で、点検
が行われていないため、別途作動点検や検
査が必要である。

部材等に劣化の兆候があるため、引き続き
観察が必要である。

内容

建築基準法の不適合は確認されず、維持管
理上の問題もない。


